








要約:逆相カラムを用いたHPLC法による尿蛋白分析は従来のHPLC法に比べ前処理が簡単で、

分離能も優れていると思われた。本法により尿路感染症について、クロマトグラム上のα

1-acid glycoprotein(以下α1-AGP)と human serum albumin(以下 HSA)の面積比、即ちα

1-AGP/HSA 比を求めた結果、上部尿路感染症では 0.052～0.475 と広範な値を示し、下部尿

路感染症では 0.005～0.023 と上部に比べて低い値を示した(P<0.01)。尿中α1-AGP/HSA 比

は上部と下部尿路感染症の鑑別上、有用な指標の一つになると思われた。 


